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［主な内容］　・迫力満点！山都町でプロレスイベント開催！！
　　　　・通潤橋周辺施設整備が完了しました



　令和 5年 7 月 3 日未明、梅雨前線豪雨により
落橋した金内橋が、令和 8年 3月 28 日に開通を
迎えました。
　この日、開通式典が盛大に執り行われ、明光保
育園児によるオープニングアトラクションを皮切
りに、金内地区の皆様をはじめ多くの関係者の
方々に御臨席いただきました。
　また、金内保育園児にもご参加いただき、金内
橋にて、テープカットと渡り初めが行われ、新し
い橋の門出を祝いました。
　地元関係者の皆様におかれましては、事業推進に
際し、多大なるご協力をいただき感謝申し上げます。

　矢部高校食農科学科の「有機イチゴ栽培」の取
り組みが、農林水産省が実施する第 2回みどり戦
略学生チャレンジにおいて、九州農政局長賞を受
賞されました。
　育苗や定植後の栽培管理の中で、失敗してもあ
きらめることなく農家の方や専門家のアドバイス
による改善を図りながら、目標に向かって取り組
む姿が高く評価されたものです。
　受賞を受け、３月 27日に町長を表敬訪問され、
これまでの苦労や今後の目標について報告いただ
きました。
　大久保さん、栗屋さんからは「山都町で有機イ
チゴ第 1号を目指します！」と力強い言葉があり
ました。

　矢部高校と山都町は、矢部高校の魅力化と入学
者増、山都町の活性化を目的として、産官学金が
連携した共同事業体（コンソーシアム）を設立し
ました。
　３月 26 日に矢部高校において設立第１回目の
運営委員会を開催し、大学教授や各部門の専門家
から 11名を委員として選任しました。
　委員会はワークショップ形式で行い、各委員か
らは多くのアイデアや意見が出されました。
　出されたアイデアや意見は、今後の矢部高校と
山都町の魅力化と活性化に繋げます。

　通潤酒造が株式会社農大サポートの協力を得て
開発した新たな純米吟醸酒「薔薇の光」が完成し、
町長に報告が行われました。
　この新しいお酒は、美智子上皇后陛下が皇太子
妃時代に献呈されたバラ「プリンセス・ミチコ」
由来の花酵母（東京農業大学バラ酵母 PM-1）を
使用し、町産の酒米を原料に作られるものです。
本町が東京農業大学と包括連携協定を結んでいる
ことがきっかけとなり、東京農大卒業生である通
潤酒造 専務の山下愛子さんと本町在住で株式会
社農大サポート 取締役（元東京農業大学 戦略室
長）上田勉さんの繋がりによって、この花酵母の
使用が全国で 14 番目、県内では初めて認められ
ました。
　山下愛子さんは「冷やして飲むことで香りと甘
味が際立つ。ぜひ、地元の皆様にも味わっていた
だき、贈り物としても活用して欲しい」、また上
田勉さんは「これまでの通潤酒造のお酒とは異な
る新しいイメージで非常に美味しい仕上がり」と
話されました。
　この新酒は、今春より町内の小売店などで限定
販売される予定です。
問合 　商工観光課　☎ 72-1115

国道４４５号金内橋の開通式が開催されました矢部高校が九州農政局長賞を受賞されました！

矢部高校魅力化コンソーシアムを設立しました！ 貴重な花酵母を使用した新酒の完成報告が行われました

左から通潤酒造山下愛子専務、山下泰雄社長
農大サポート上田勉取締役

純米吟醸酒「薔薇の光」

左から坂本町長、本郷先生、大久保華さん、
栗屋あかねさん、緒方校長

前列左から　 井手教育長、足立裕介氏（熊本学園大学教授）、
坂本町長、緒方校長

後列左から　 大堂良太氏（九州熱風法人よかごつ代表）、山
下潤氏（県林業公社事務局次長）、都えみ氏（グ
ローカル・クラウドファンディング代表取締役）、
松岡和博氏（松岡グリーンファーム山都代表取
締役）、眞鍋和博氏（北九州市立大学教授）

細谷英宣氏（ 熊本朝日放送執行役員・地域プロモーション局
長）※当日オンライン参加

渡邊直登氏（ アルサーガパートナーズ株式会社取締役）※当
日欠席

やまと の 話題 やまと の 話題

金内橋テープカットの様子

運営委員会様子

渡り初めの全体写真
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　4月5日、山都町運動公園総合体育館パスレルで、
九州プロレスによるまちおこしイベント「山都町ば
元気にするバイ！」が開催されました。
　イベントに先立ち、4月3日にNPO法人九州プロ
レスの理事長でプロレスラーの筑前りょう太さん
が町長を表敬訪問され、イベント成功に向けての意
気込みを伝えられました。
　イベント当日は、小学生以下を対象としたプロレ
ス教室や、12名のプロレスラーによる迫力満点の
試合が行われ、町内外から638名もの観客が訪れま
した。
　試合では力強い技と白熱のパフォーマンスに、会
場全体が歓声と拍手に包まれ、小さなお子様からご年配の方まで存分に楽しんでおられました。
　会場の外ではキッチンカーの出店もあり、プロレスを楽しんだ後に美味しい食事を楽しむ姿も見ら
れ、会場は終始賑やかな雰囲気に包まれていました。

　三栄開発株式会社が、消防団活動へ特に深い理
解や協力を示すことにより、地域防災力の向上に
寄与している事業所、および団員確保に貢献して
いる事業所として「消防団等地域活動表彰」を受
章されました。
　受章にあたり西田文幸副社長は「これまでの取
組みの評価に感謝し、この節目を契機に、今後も
地域の皆さま、関係機関との連携をより一層強化
し、防災活動や消防団支援を通じて、地域の安全
と安心の維持、さらには発展に寄与していきたい」
と話されました。
　また、消防庁長官が消防団活動に積極的に協力
している市町村等消防団協力事業所等のうち、特
に顕著な功績が認められる事業所等に対して交付
する「総務省消防庁消防団協力事業所表示証（ゴー
ルドプレート）」（写真手前左）も併せて受け取ら
れました。

迫力満点！山都町でプロレスイベント開催!!

三栄開発株式会社が
消防庁長官表彰「消防団等地域活動表彰」受章！

町長と記念撮影される筑前りょう太氏（左）

受章された三栄開発株式会社　西田文幸副社長（左）

やまと の 話題 やまと の 話題
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に
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通
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橋
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テ
ラ
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・
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物
産
館
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正
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が
オ
ー
プ
ン
サ
ッ
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と
な
り
、
開
放
感
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あ
る
明
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い
店
内
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
。
よ
り
入
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と
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ま
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た
。

　

売
場
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充
さ
れ
、
商
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を
ゆ
っ
く
り
と
選
べ
る
広
々

と
し
た
レ
イ
ア
ウ
ト
が
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現
。
さ
ら
に
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イ
ー
ト
イ
ン
ス
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ー
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の
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、
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入
し
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を
そ
の
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で
楽
し
む
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で
き
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在

型
の
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へ
進
化
し
ま
し
た
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史
料
館
は
、
ホ
ー
ル
を
改
装
し
明
る
く
開
放
的
な
場
所
と
な
り
、

新
し
く
大
型
モ
ニ
タ
ー
を
設
置
し
、
学
び
の
場
と
し
て
の
充
実
も

図
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
授
乳
室
を
併
設
す
る
こ
と
で
親
子
連
れ
に

も
優
し
い
施
設
と
な
り
ま
し
た
。

　

飲
食
施
設
を
旧
中
央
体
育
館
跡
地
に
整
備
し
、
軽
食
を
中
心
と
し

た
メ
ニ
ュ
ー
を
提
供
す
る
予
定
で
す
。
オ
ー
プ
ン
テ
ラ
ス
と
す
る
こ

と
で
、
誰
も
が
気
軽
に
集
え
る
開
放
的
な
施
設
と
な
り
ま
し
た
。

　

ト
イ
レ
は
、
物
産
館
横
に
新
設
す
る
こ
と
で
よ
り
来
訪
者
に
分
か

り
や
す
く
、
ま
た
以
前
よ
り
個
室
等
を
充
実
す
る
こ
と
で
使
い
や
す

い
施
設
と
な
り
ま
し
た
。

　

本
事
業
に
よ
り
本
町
の
歴
史
、
農
、
食
、
自
然
な
ど
の
魅
力
を
発

信
し
、
交
流
人
口
の
増
加
に
よ
る
地
域
活
性
化
や
地
域
振
興
が
更
に

進
む
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

　

総
事
業
費
は
約
十
億
円
で
、
国
の
農
山
漁
村
振
興
交
付
金
を
活
用

し
て
い
ま
す
。

通
潤
橋
周
辺
施
設
整
備
事
業

整
備
が
完
了
し
ま
し
た
。
問合
商工観光課
☎ 72-1115

通潤橋ミエルテラスの物産館や史料館などが新しくなりました！

遠景（左側：史料館、中央：トイレ、右側：物産館）

飲食施設（軽食提供）

史料館近景

史料館内部 物産館内部

オープニングイベント（来賓等による鏡開き）

物産館近景 飲食施設（イベント時）
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総
額
１
７
４
億
３
千
６
百
万
円
の
令
和
８

年
度
一
般
会
計
当
初
予
算
を
編
成
し
ま

し
た
。
令
和
７
年
度
に
比
べ
32
億
９
千
万
円
の

増
額
と
な
り
ま
し
た
が
、
こ
れ
は
、
災
害
復
旧

事
業
の
増
加
が
主
な
要
因
で
す
。

【
安
心
・
安
全
「
山
の
都
」
の
ま
ち
づ
く
り
】

　

町
民
の
安
心
・
安
全
な
暮
ら
し
を
守
る
た

め
、
物
価
高
騰
対
応
重
点
支
援
地
方
特
例
交
付

金
を
活
用
し
、
防
犯
カ
メ
ラ
設
置
支
援
事
業
に

９
百
万
円
、
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
使
用
世
帯
へ
の
補
助
に

１
千
２
百
60
万
円
、
ま
た
、
困
り
ご
と
へ
の

対
応
を
多
機
関
で
協
力
し
て
行
う
重
層
的
支

援
体
制
整
備
事
業
に
１
千
３
万
円
を
計
上
し

ま
し
た
。

【
自
分
ら
し
く
暮
ら
せ
る
「
山
の
都
」
の
ま
ち

づ
く
り
】

　

小
中
学
校
の
給
食
費
の
補
助
を
行
い
、
保

護
者
の
負
担
を
０
（
ゼ
ロ
）
と
す
る
事
業
に

４
千
１
３
７
万
円
、
保
育
所
な
ど
へ
の
通
園
費

助
成
に
６
０
０
万
円
を
計
上
し
、
子
育
て
世
帯

を
支
援
。
ま
た
、
矢
部
高
校
応
援
事
業
に
１
千

９
７
５
万
５
千
円
を
充
て
、
地
域
の
教
育
環
境

の
充
実
を
図
る
な
ど
、
子
育
て
し
や
す
く
、
若

者
が
成
長
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

【
産
業
振
興
に
向
け
た
「
山
の
都
」
の
ま
ち
づ

く
り
】

　

農
村
集
落
の
維
持
関
連
事
業
に
７
億
４
千

８
４
２
万
９
千
円
、
森
林
資
源
を
活
用
し
た
振

興
事
業
に
１
億
４
千
５
７
３
万
６
千
円
、
有
害

鳥
獣
対
策
に
１
億
２
千
９
２
０
万
４
千
円
を
計

上
。
ま
た
、
昨
年
８
月
の
豪
雨
災
害
で
災
害
復

旧
事
業
対
象
外
の
箇
所
を
農
家
自
ら
が
復
旧
し

た
場
合
の
補
助
と
し
て
４
千
万
円
を
計
上
。
早

期
復
旧
を
後
押
し
し
ま
す
。
こ
れ
ら
を
活
用
し

な
が
ら
地
域
の
産
業
を
守
り
育
て
、
持
続
可
能

な
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
ま
す

【
魅
力
を
高
め
る
「
山
の
都
」
の
ま
ち
づ
く
り
】

　

通
潤
橋
保
存
活
用
事
業
の
一
環
と
し
て
、

文
化
的
価
値
を
守
る
御
小
屋
保
存
修
理
事
業

に
１
億
１
千
４
９
５
万
２
千
円
を
計
上
。
ま

た
、
観
光
資
源
の
受
け
入
れ
体
制
を
強
化
す

る
た
め
、
観
光
施
設
の
改
修
・
修
繕
工
事
に

１
億
１
千
８
９
８
万
６
千
円
を
計
上
し
ま
し

た
。
こ
れ
ら
を
通
じ
て
、
地
域
の
歴
史
や
文
化

を
守
り
つ
つ
、
観
光
振
興
を
通
じ
た
地
域
活
性

化
を
推
進
し
、
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

ま
す
。

【
機
能
的
な
生
活
を
支
え
る
「
山
の
都
」
の
ま

ち
づ
く
り
】

　

町
内
各
所
の
道
路
改
良
や
維
持
補
修
な
ど
社

会
基
盤
の
整
備
に
８
億
６
千
１
７
６
万
７
千
円

を
計
上
。
さ
ら
に
、
公
共
交
通
の
確
保
・
維
持

と
し
て
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
運
行
事
業
に

２
千
３
３
８
万
円
、
デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
運
行

事
業
に
２
千
４
０
０
万
円
を
計
上
し
ま
す
。
ま

た
、
千
滝
ク
リ
ー
ン
ハ
ウ
ス
閉
鎖
に
伴
い
、
御

船
地
区
衛
生
施
設
組
合
へ
の
し
尿
業
務
移
管
費

用
と
し
て
１
億
５
千
５
２
３
万
円
を
計
上
し
ま

し
た
。
安
心
で
快
適
な
暮
ら
し
を
支
え
る
施
策

を
推
進
し
ま
す
。

【
住
民
主
体
で
持
続
可
能
な
「
山
の
都
」
の
ま

ち
づ
く
り
】

　

空
き
家
の
改
修
や
撤
去
、
住
宅
取
得
へ
の

補
助
、
そ
し
て
空
き
家
実
態
調
査
の
経
費
を

含
む
施
策
に
加
え
、
新
た
に
民
間
事
業
者
に
よ

る
分
譲
宅
地
開
発
へ
の
補
助
を
進
め
る
た
め
、

８
千
５
２
１
万
３
千
円
を
計
上
し
ま
し
た
。
こ

れ
ら
の
取
り
組
み
を
通
じ
て
住
み
や
す
い
環
境

を
整
備
し
、
地
域
に
新
し
い
人
の
流
れ
を
生
み

出
し
な
が
ら
、
活
力
あ
る
町
づ
く
り
を
実
現
し

て
い
き
ま
す
。

【
そ
の
他
】

　

ふ
る
さ
と
納
税
の
指
定
取
消
に
伴
う
、
返

礼
品
提
供
事
業
者
へ
の
継
続
的
な
支
援
と

し
て
１
千
６
２
５
万
７
千
円
を
計
上
し
ま

し
た
。
ま
た
、
農
地
や
農
業
施
設
、
林
業

施
設
、
町
道
や
河
川
の
災
害
復
旧
事
業
に

46
億
８
千
２
５
０
万
８
千
円
を
計
上
し
、
地
域

の
安
全
と
社
会
基
盤
の
回
復
を
目
指
し
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
主
な
施
策
は
上
記
の
と
お
り
で
す
。

一般会計 一般会計 174174億億33千千66百万円百万円

令和８年度令和８年度 山都町の予算山都町の予算

●特別会計等予算 ●公営企業（法適用）会計予算
会　計　名 歳入・歳出

国民健康保険 2,246,041千円

後期高齢者医療 402,373千円

介護保険 3,032,317千円

会計名 歳　　　入 歳　　　出

水道事業
420,349千円（収益） 412,556千円（収益）
262,001千円（資本） 508,277千円（資本）

病院事業
1,108,953千円（収益）1,182,387千円（収益）
35,997千円（資本） 214,242千円（資本）

令和８年度　主な施策

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100 110 120 130 140 150 160 170 180億

町税
1,473,018
（8.4％）

分担金及び負担金
105,963（0.6％）

人件費
2,267,520
（13.0％）

繰出金
1,090,882
（6.3％）

扶助費
1,680,599
（9.6％）

公債費
1,074,806
（6.2％）

物件費
2,348,222
（13.5％）

維持補修費
156,228（0.9％）

補助費等
2,265,512
（13.0％）

災害復旧
事業費
4,686,508
（26.9％）

積立金
121,346（0.7％）

予備費
30,000
（0.2％）

普通建設
事業費
1,712,517
（9.8％）

歳入の状況
174億3千6百万円

歳出の状況
（性質別）

174億3千6百万円

●歳出の状況（目的別） 

使用料及び手数料
112,295（0.6％）

繰入金
1,004,028（5.8％）

繰越金
100,000（0.6％）

財産収入
38,566（0.2％）

寄附金
1（0.0％）

地方交付税
5,800,000
（33.3％）

国庫支出金
4,027,153
（23.1％）

地方譲与税
327,642（1.9％） 

依存財源
14,384,071（82.5％）

自主財源
3,051,929（17.5％）

投資的経費
6,399,025（36.7％）

経常的経費
4,769,962（27.4％）

義務的経費
5,022,925（28.8％） 

その他の経費
1,244,088（7.1％）

　各種交付金
419,500（2.4％） 

単位：千円、（　）内は構成比

県支出金
2,654,476
（15.2％）

町債
1,155,300（6.6％）

諸収入
218,058（1.3％）

議会費
79,492（0.5％）

総務費
1,780,546
（10.2％）

民生費
3,506,850
（20.1％）

衛生費
1,363,073
（7.8％）

農林水産業費
1,424,434（8.2％）

土木費
1,331,155
（7.6％）

公債費
1,074,806
（6.2％）

商工費
432,719（2.5％）

消防費
456,861（2.6％）

災害復旧費
4,682,508
（26.9％）

諸支出金
121,346（0.7％）

教育費
1,152,210
（6.6％）

予備費
30,000（0.2％）

単位：千円、（　）内は構成比

貸付金
1,860（0.0％）

※構成比は小数点以下第２位を四捨五入しておりますため、合計が合わない場合があります。

【安心・安全「山の都」のまちづくり】【安心・安全「山の都」のまちづくり】
地域福祉活動の推進………………………………………………………………………… 49,215 千円
高齢者福祉・障がい者福祉の充実……………………………………………………… 1,126,491 千円
消防・防災・防犯・交通安全など対応の強化……………………………………………466,577 千円
健康づくり・医療体制の充実………………………………………………………………504,214 千円
【自分らしく暮らせる「山の都」のまちづくり】【自分らしく暮らせる「山の都」のまちづくり】
子育て環境の整備、充実、発信……………………………………………………………738,645 千円
学校教育環境の向上…………………………………………………………………………406,157 千円
矢部高校応援体制の充実…………………………………………………………………… 19,755 千円
生涯学習の機会提供………………………………………………………………………… 57,635 千円
人権教育・啓発活動の充実………………………………………………………………… 19,808 千円
【産業振興に向けた「山の都」のまちづくり】【産業振興に向けた「山の都」のまちづくり】
農村集落の維持………………………………………………………………………………748,429 千円
森林資源を活用した産業振興………………………………………………………………145,736 千円
農林業等の基盤強化…………………………………………………………………………151,088 千円
有機農業全国№１のまちの推進…………………………………………………………… 44,533 千円
有害鳥獣対策…………………………………………………………………………………129,204 千円
【魅力を高める「山の都」のまちづくり】【魅力を高める「山の都」のまちづくり】
観光資源の発掘と受入体制の強化…………………………………………………………251,793 千円
地域資源の再認識と活用……………………………………………………………………141,839 千円
商店街や道の駅のにぎわいづくり………………………………………………………… 95,120 千円
スポーツに親しむ機会の創出……………………………………………………………… 86,940 千円
【機能的な生活を支える「山の都」のまちづくり】【機能的な生活を支える「山の都」のまちづくり】
社会生活基盤の整備……………………………………………………………………… 1,390,815 千円
公共交通の確保・維持………………………………………………………………………105,045 千円
環境保全と循環型社会の形成………………………………………………………………564,714 千円
【住民主体で持続可能な「山の都」のまちづくり】【住民主体で持続可能な「山の都」のまちづくり】
地域を支える人材の確保、育成…………………………………………………………… 88,202 千円
地域づくり、まちづくり団体などの育成………………………………………………… 21,336 千円
移住の促進・関係人口の創出……………………………………………………………… 84,177 千円
【その他】【その他】
農林施設災害復旧事業…………………………………………………………………… 1,636,650 千円
公共土木施設災害復旧事業……………………………………………………………… 3,045,858 千円
ふるさと納税返礼品提供事業者支援……………………………………………………… 16,257 千円

7 Yamato  May_2026 6広報やまと  2026.5 月号



（　

）
内
は
前
職
。
異
動
が
あ
っ
た
職
員

の
み
掲
載
し
て
い
ま
す
。

【
会
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課
】

会
計
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理
者
兼
会
計
課
長
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隆
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祉
課
長
）

【
総
務
課
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行
政
係
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収
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）
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振
興
課
農
業
委
員
会
）

主
事　

深
水　

蓮 

（
農
林
振
興
課
）

主
事　

坂
本　

力
斗 

（
税
務
住
民
課
）

主
事　

藤
原　

麻
由 

（
農
林
振
興
課
）

主
事　

飯
星　

真
幸 

（
環
境
水
道
課
）

主
事　

藤
原　

紗
有
美 

（
農
林
振
興
課
）

技
師　

石
下　

義
行

 

（
新
規
採
用
任
期
付
）

技
師　

後
藤　

実
穂

 

（
新
規
採
用
任
期
付
）

技
師　

寺
本　

海
音 

（
大
分
県
派
遣
）

【
林
業
振
興
課
】

課
長　

村
山　

浩
司 
（
総
務
課
監
理
係
長
）

林
政
係
長　

後
藤　

生
磨

 

（
農
林
振
興
課
地
籍
調
査
係
長
）

森
林
整
備
係
長　

平
野　

新
也

 

（
商
工
観
光
課
施
設
整
備
係
長
）

有
害
鳥
獣
対
策
室
長　

藤
川　

秀
一

 

（
農
林
振
興
課
林
政
係
長
）

主
査　

村
山　

光
彦 

（
農
林
振
興
課
）

主
査　

本
田　

裕
一 

（
農
林
振
興
課
）

主
査　

藤
岡　

弘
樹 

（
総
務
課
）

主
事　

古
田　

賢
史 

（
建
設
課
）

主
事　

松
川　

佳
弘 

（
農
林
振
興
課
）

技
師　

池
永　

英
治 

（
新
規
採
用
任
期
付
）

地
域
林
政
ア
ド
バ
イ
ザ
ー　

山
下　

潤

 

（
新
規
採
用
任
期
付
）

【
商
工
観
光
課
】

課
長　

山
邉　

剛

 （
山
の
都
創
造
課
山
の
都
づ
く
り
推
進
室
長
）

課
長
補
佐　

濱
名　

崇
英 （
熊
本
県
派
遣
）

商
工
・
労
働
係
長　

泉　

昌
江

 

（
総
務
課
人
事
給
与
係
長
）

観
光
振
興
係
長　

木
野　

貴
之

 

（
商
工
観
光
課
商
工
観
光
係
長
）

主
事　

高
本　

彩
斗 

（
税
務
住
民
課
）

【
町
民
課
】

課
長　

玉
目　

知
穂 

（
税
務
住
民
課
長
）

戸
籍
住
民
係
長　

下
田　

哲
三

 

（
税
務
住
民
課
戸
籍
住
民
係
長
）

税
務
係
長　

堀　

裕
介

 

（
税
務
住
民
課
課
税
係
長
）

国
保
年
金
係
長　

渡
橋　

佐
織

 

（
健
康
ほ
け
ん
課
国
保
年
金
係
長
）

参
事　

田
上　

る
み
子 

（
税
務
住
民
課
）

参
事　

木
實　

春
美 

（
健
康
ほ
け
ん
課
）

主
幹　

穴
見　

康
弘 

（
税
務
住
民
課
）

主
幹　

品
田　

祥 

（
税
務
住
民
課
）

主
査　

古
閑　

裕
樹 

（
総
務
課
）

主
査　

田
中　

秀
穂 

（
税
務
住
民
課
）

主
査　

渡
邊　

秀
文 

（
山
の
都
創
造
課
）

主
査　

春
日　

裕
貴 

（
健
康
ほ
け
ん
課
）

主
事　

大
林　

真
子 

（
環
境
水
道
課
）

主
事　

梅
田　

昇
吾 

（
山
の
都
創
造
課
）

主
査　

早
田　

枝
理
子 

（
税
務
住
民
課
）

主
事　

田
上　

博
美 

（
税
務
住
民
課
）

主
事　

田
中　

知
帆 

（
健
康
ほ
け
ん
課
）

主
事　

沖
田　

さ
く
ら 

（
新
規
採
用
）

【
健
康
福
祉
課
】

課
長　

長
崎　

早
智 （
健
康
ほ
け
ん
課
長
）

審
議
員　

飯
星　

俊
文 （
福
祉
課
子
育
て

 

支
援
係
長
兼
子
育
て
支
援
施
設
長
）

健
康
づ
く
り
係
長　

飯
法
師　

直
美

 

（
健
康
ほ
け
ん
課
健
康
づ
く
り
係
長
）

高
齢
者
支
援
係
長　

甲
斐　

尚
子

 

（
蘇
陽
支
所
地
域
振
興
係
長
）

子
育
て
支
援
係
長
兼
子
育
て
支
援
施
設
長

仁
田
水　

玲 （
蘇
陽
支
所
住
民
福
祉
係
長
）

福
祉
係
長　

山
本　

博
也 （
農
林
振
興
課

 

農
政
係
長
兼
有
機
農
業
推
進
室
長
）

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
長　

藤
原　

由
紀

 

（
福
祉
課
高
齢
者
支
援
係
長
）

人
権
セ
ン
タ
ー
長　

伊
田　

隆
信

 

（
福
祉
課
人
権
セ
ン
タ
ー
長
）

主
幹　

橋
本　

和
幸

 

（
福
祉
課
人
権
セ
ン
タ
ー
）

主
査　

久
保
田　

琴
生 

（
福
祉
課
）

主
査　

田
中　

健
介 

（
福
祉
課
）

主
事　

篠
田　

美
憂 

（
福
祉
課
）

主
事　

山
下　

湧
大 

（
税
務
住
民
課
）

主
事　

大
窪　

希
来 

（
福
祉
課
）

主
事　

吉
良　

桃
子 

（
福
祉
課
）

主
事　

金
澤　

愛
里 

（
新
規
採
用
）

主
任
保
健
師　

松
本　

文
子 

（
福
祉
課
）

主
任
保
健
師　

山
下　

美
香

 

（
健
康
ほ
け
ん
課
）

主
任
保
健
師　

山
邊　

渚 

（
福
祉
課
）

主
任
保
健
師　

兼
田　

知
美

 

（
健
康
ほ
け
ん
課
）

主
任
保
健
師　

佐
藤　

美
穂

 

（
健
康
ほ
け
ん
課
）

保
健
師　

髙
松　

美
香

 

（
健
康
ほ
け
ん
課
）

保
健
師　

梶
原　

桂 

（
健
康
ほ
け
ん
課
）

主
任
栄
養
士　

片
倉　

和
美

 

（
健
康
ほ
け
ん
課
）

栄
養
士　

藤
本　

由
実

 

（
健
康
ほ
け
ん
課
）

社
会
福
祉
士　

甲
斐　

麻
由
美

 

（
福
祉
課
）

社
会
福
祉
士　

東　

祐
介 

（
福
祉
課
）

社
会
福
祉
士　

村
上　

愛 

（
蘇
陽
支
所
）

保
育
士　

村
山　

晶
子 

（
福
祉
課
）

保
育
士　

佐
藤　

優

 

（
福
祉
課
人
権
セ
ン
タ
ー
）

【
建
設
課
】

参
事　

村
上　

敬
治 

（
蘇
陽
支
所
長
）

主
査　

藤
河　

信
太
郎 

（
農
林
振
興
課
）

主
事　

椎
木　

拓
弥 

（
生
涯
学
習
課
）

主
事　

緒
方　

栄
人 

（
農
林
振
興
課
）

【
蘇
陽
支
所
】

支
所
長　

有
働　

賴
貴 （
環
境
水
道
課
長
）

地
域
振
興
係
長　

山
邉　

愼
哉

 

（
環
境
水
道
課
水
道
係
長
）

住
民
福
祉
係
長　

松
永　

康

 

（
建
設
課
維
持
管
理
係
長
）

主
事　

後
藤　

海
優 

（
農
林
振
興
課
）

【
教
育
委
員
会
学
校
教
育
課
】

学
校
教
育
係
長　

興
梠　

幸
司

 

（
総
務
課
防
災
係
長
兼
演
習
場
対
策
室
長
）

義
務
教
育
学
校
整
備
室
長

　

佐
藤　

誓
康 

（
福
祉
課
福
祉
係
長
）

主
幹　

立
田　

さ
と
み 

（
建
設
課
）

技
師　

江
藤　

靖
明 

（
商
工
観
光
課
）

【
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課
】

文
化
財
係
長　
　

慶
喜

 

（
生
涯
学
習
課
）

主
査　

髙
森　

秀
平 

（
税
務
住
民
課
）

【
議
会
事
務
局
】

主
査　

井
場　

奈
央 

（
福
祉
課
）

【
そ
よ
う
病
院
】

医
師　

井
村　

昭
彦 

（
新
規
採
用
）

看
護
師　

金
子　

麻
耶 

（
新
規
採
用
）

【
馬
見
原
保
育
園
】

保
育
士　

中
林　

紗
那 
（
新
規
採
用
）

【
山
都
み
ら
い
保
育
園
】

調
理
師　

坂
口　

瞳 

（
清
和
小
学
校
）

【
清
和
小
学
校
】

調
理
師　

大
塚　

紀
子

 

（
山
都
み
ら
い
保
育
園
）

【
清
和
中
学
校
】

調
理
師　

佐
藤　

さ
や
か

 

（
蘇
陽
中
学
校
）

【
蘇
陽
中
学
校
】

調
理
師　

小
野　

小
百
合 （
清
和
中
学
校
）

【
退
職
】

嶋
田　

浩
幸

 

（
会
計
管
理
者
兼
会
計
課
長
）

井
場　

賢
一
郎 

（
環
境
水
道
課
）

枝
尾　

竜
成 

（
学
校
教
育
課
）

河
端　

良
典 

（
建
設
課
）

木
實　

美
代
子 

（
蘇
陽
南
小
学
校
）

倉
重　

陽
一
郎 

（
そ
よ
う
病
院
）

【
任
期
付
終
了
】

植
田　

智
子 

（
金
内
保
育
園
）

山
下　

正
代

 

（
地
域
林
政
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
）

【
熊
本
県
派
遣
終
了
】

堀
井　

か
さ
ね 

（
山
の
都
創
造
課
）
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教育委員および固定資産評価審査委員会委員を紹介します

令和８年度　行政相談日のお知らせ

そよう病院では専門外来診療を行っています
　令和８年第１回山都町議会定例会にて任命および選任の同意がなされた山都町教育委員および山都町
固定資産評価審査委員会委員をご紹介します。

問合 　総務課　☎ 72-1111

　今年度の行政相談日を下記のとおり予定しています。行政に対する要望やご意見などございましたら
お気軽にご相談ください。相談は無料で、秘密は固く守られます。
　なお、都合により変更・中止となる場合がありますので、防災無線や下記問合せ先へ確認のうえお越
しください。

○日程　令和 8年　6月 18日（木）午前 9時　～　正午まで
　　　　令和 8年　8月 20日（木）午前 9時　～　正午まで
　　　　令和 8年 10 月 15日（木）午前 9時　～　正午まで
　　　　令和 8年 12 月 17日（木）午前 9時　～　正午まで
　　　　令和 9年　2月 18日（木）午前 9時　～　正午まで

〇場所　山都町役場 本庁および各支所（清和・蘇陽）会議室

※上記日時以外でも相談を受付けています。下記問合せ先へ
　連絡いただくと後日相談委員へお取次ぎいたします。

行政相談委員とは？
　市町村長からの推薦により、総務大臣が委嘱した民間有識者で、全国に約 5,000 人が配置されていま
す。無報酬のボランティアとして、国などの行政活動全般に関する相談等を受け付け、その解決のため
の助言や関係機関に対する連絡などの業務を行っています。

問合 　総務課　☎ 72-1111

　そよう病院では、内視鏡検査やMRI 検査、健診事
業や訪問看護など様々な検査や事業を行っています。
また、時間外や土日祝日は、救急外来として受診す
ることができます。

受付時間：8：00～ 11：30　13：00～ 16：30
診療時間：8：30～ 17：15
診療科目：内科、外科、循環器内科、消化器外科
　　　　　呼吸器内科、整形外科、小児外科
　　　　　小児科、眼科、リハビリテーション科
　　　　　精神科、心療内科、脳神経内科、歯科
　　　　　歯科口腔外科、代謝内科
※循環器内科、代謝内科、整形外科、小児科、眼科
は熊本大学病院の医師が診察します。
※外来受診やその他のお問合せは、そよう病院　
（☎ 83-1122）までご連絡をいただきますよう
ご協力をお願いします。

新しい医師、看護師を紹介します。よろしくお願いします。

問合 　そよう病院　☎ 83-1122

まちからのお知らせ

外来診療の様子

井村昭彦医師

山都町教育委員
豊田　亜矢子 氏

山都町固定資産評価審査委員会委員
　田中　耕治 氏　　白鷹　敬一 氏　　小屋迫　厚文 氏
　（任期）
　令和 8年 4月 1日から令和 11年 3月 31日

金子麻耶看護師 松髙正宗看護師

　これまでは呼吸器内科として
働いておりました。当院で求め
られる医療を理解し、提供して
いけるよう努力していきます。

（任期）
令和８年３月 26日から
令和 12年３月 25日まで

　笑顔を忘れず、皆様に
安心感を与えられるよう
努めていきます。

　熊本県の看護職キャリア支援事
業研修により、熊本大学病院から 1
年間出向で地域医療を学びに来まし
た。短い間ですがよろしくお願いし
ます。初めての外来で戸惑いつつた
くさん学ばせてもらっています。

（矢部地区）
　田中　耕治 委員

（清和地区）
　藤島　精吾 委員

（蘇陽地区）
　入田　あをい 委員
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軽自動車税の納付と障害者手帳所持者等の減免について 人権擁護委員を紹介します

“次世代の農業を応援 ”山都町農業後継者就農交付金のご案内

問合 　町民課　☎ 72-1128

　軽自動車税は 4月 1日時点の所有者または使用者に課税されます。
納期限の 6月 1日（月）までに、納付書裏面に記載の納付場所にて納めてください。口座振替で納付

される方は、5月 25日（月）が口座振替日となっています。また、二次元コード決済で軽自動車の納
税が可能です。詳しくは地方税ポータルシステムホームページ「地方税お支払いサイト」をご覧ください。

【減免の拡充について】
　令和８年４月１日から、障がいのある方が利用できる軽自動車税の減免制度がさらに使いやすくなり
ました。
　本人の障がいの程度に応じて、同居の有無に関わらず生計を一にする者が運転する場合も対象となり、
通院だけでなく日常生活での利用も減免の対象となりました。
　また、車の名義も本人だけでなく生計を一にする者の名義でも減免が受けられるようになりました。

項目 現行 改正内容

家族運転の範囲拡大
重度の障がいのみ（主
に 1～ 3級）が対象

本人運転の障がいの程度と同等

家族運転における
用途

用途を通院等に限定 日常生活を追加

生計を一にする者の
定義の整理

原則、本人と同居す
ること

別居していても、生活費などを継続的に共有している（扶
養関係にある）と認められる場合は、生計を一にするとする。

車検証の名義人の
拡大

原則、本人名義であ
ること

家族名義（生計を一にする者）でも対象

【申請方法】
　軽自動車税の減免を希望される方は、必要書類を準備のうえ、納期限の 6月 1日（月）までに、町民
課または各支所住民福祉係にて手続きをお願いします。
　必要書類　
車検証（写し可）、運転免許証（運転される方のもの）
お持ちの手帳（身体障害者手帳、戦傷病者手帳、療育手帳、精神障害者保健福祉手帳のうち）すべて

【社会福祉法人などの公益減免について】
　公益減免の対象となる車両についても見直しを行い、内容をわかりやすく整理しました。
　社会福祉法人などが行う福祉サービス（入所施設や通所サービスなど）において、利用者の送迎や物
資の運搬に使用する軽自動車等が対象となります。

【注意点】
　療育手帳または精神・身体障害者手帳を有する者が所有する軽自動車については、手帳をお持ちの方
1人につき、1台まで減免を受けることができます。ただし、車検証に事業用と記載されているものや
障がいの等級によっては減免を受けられない場合があります。また、以前に申請された方も毎年申請が
必要ですのでご注意ください。
※申請が遅れると減免を受けられなくなりますので、必ず期限内の申請をお願いします。

　本町の 5人の人権擁護委員を紹介します。＜令和 8年 4月 1日現在＞

　矢部地区：渡邉尚子さん、鳥井三津子さん（新任）
　清和地区：奈須豊子さん
　蘇陽地区：小屋迫厚文さん、深田隆浩さん

＜人権擁護委員の主な活動＞
　・面談や電話による人権相談に応じること。
　・人権意識を高めるため、人権啓発活動を行うこと。
　・「人権侵害」の申告があった場合、法務局の職員と
　　協力して調査、事業の解決を図ること。

　３月 31日をもちまして任期満了となられた方

　６年（２期）６ヶ月活動された矢部地区担当の山中敏子さんです。
　大変お世話になりました。

問合 　健康福祉課　人権センター　☎ 72-2031

　農業後継者が親元で就農する場合、または農業に新規参入するものが経営を始める場合には、就農時
１回に限り就農交付金を交付します。
対 象 者・山都町に住民票があること
　　　　・就農日における年齢が 50歳未満であること
　　　　・令和 5年 4月以降に就農した者
　　　　・農業後継者（継承予定者）または農業経営者
　　　　・農業経営の経営地が主に山都町内にあること
　　　　・ 国が行う『農業次世代人材投資資金（経営開始型）』および『新規就農者育成総合対策（経

営開始資金・経営発展支援事業関連）』の未交付者
交付要件・認定新規就農者または認定農業者（共同申請を含む）であること
　　　　　※ 認定農業者が申請（共同申請）をする場合、家族農業経営に携わる世帯員が経営方針や役

割分担などを取り決める「家族経営協定」に基づき、認定農業者の申請を経営のパートナー
として共同で行うこと。

　　　　・税申告が青色申告の経営体であること
　　　　・町税等の滞納がない経営体であること
　　　　・交付後、3年度間は農業に従事すること
交 付 額・就農時 1回に限り 50万円を一括交付
　　　　・夫婦や兄弟姉妹で就農の場合は 70万円を一括交付
　　　　　※ 1経営体あたりの上限は 70万円
申込期限　令和８年７月 31日（金）
問合 　農業振興課　☎ 72-1136

左から奈須さん、渡邉さん、鳥井さん、
小屋迫さん、深田さん

（地方税ポータルシステム）
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　　　　　　　　　　　の進捗および概要について今後の上益城５町の取組

【主な取組経緯】
令和２年度
まで

平成 27年に策定した一般廃棄物
広域処理基本計画（従来計画）に
基づき、令和２年に上益城広域連
合が事業用地の取得を開始

令和３年
３月

民間事業者（石坂グループ、大栄
環境の２社）が、熊本県を通して、
５町長に事業計画（概要）を提案

令和３年
10月

５町は、事業者と協議を開始する
旨の確認書（覚書）を締結

令和４年
３月

５町は、環境アセスメントの実施
等に向けた方針等を定めた基本協
定書を締結
※ 基本協定書に「環境アセスメン
トの結果を踏まえ、５町が本事
業の計画を適切であると判断し
た場合に、改めて事業者と環境
保全協定等を締結する」旨を明
記

令和４年
５月

事業者が（株）シムファイブスを
設立

令和５年
１月

事業者が環境アセスメント手続を
開始
①配慮書段階：令和５年１月～
②方法書段階：令和５年７月～
③準備書段階：令和７年 11月～
※ 各段階で、説明会や意見の募集
が行われています。

　

本
事
業
に
つ
い
て
は
、
令
和
３
年
度
に
５
町
と
事

業
者
が
締
結
し
た
「
環
境
ア
セ
ス
メ
ン
ト
実
施
等
に

向
け
た
基
本
協
定
書
」
に
基
づ
き
、
事
業
者
が
行
う

環
境
ア
セ
ス
メ
ン
ト
の
結
果
を
踏
ま
え
、
５
町
が
本

事
業
の
計
画
を
適
切
で
あ
る
と
判
断
し
た
場
合
に
、

改
め
て
事
業
者
と
環
境
保
全
協
定
等
を
締
結
す
る
こ

と
と
な
り
ま
す
。

■
適
否
判
断
の
方
針

　

本
事
業
の
事
業
計
画
が
適
切
で
あ
る
か
ど
う
か（
適

否
判
断
）
に
つ
い
て
は
、
事
業
者
が
環
境
ア
セ
ス

メ
ン
ト
を
と
お
し
て
検
討
し
た
事
業
計
画
・
評
価

書
※
の
内
容
等
を
確
認
し
た
う
え
で
、
５
町
首
長

で
構
成
す
る
会
議
で
総
合
的
に
判
断
し
ま
す
。

※
評
価
書
に
は
、
事
業
計
画
の
概
要
や
、
事
業
を
実

施
し
た
場
合
の
大
気
質
、
土
壌
、
交
通
等
へ
の
影

響
に
関
す
る
予
測
・
評
価
結
果
、
事
業
者
が
行
う

環
境
保
全
対
策
等
が
掲
載
さ
れ
、
縦
覧
に
供
さ
れ

ま
す
。

■
適
否
判
断
に
あ
た
り
５
町
が
確
認
す
る
内
容

　

次
の
３
点
か
ら
確
認
し
ま
す
。

①【
周
辺
環
境
へ
の
適
切
な
配
慮
】

著
し
い
環
境
影
響
が
生
じ
る
お
そ
れ
が
な
い
か
、

必
要
な
対
策
が
検
討
さ
れ
て
い
る
か
等
に
つ
い

て
確
認
す
る

②【
５
町
の
一
般
廃
棄
物
処
理
に
係
る
財
政
負
担
】

従
来
計
画
の
ご
み
処
理
単
価
等
と
比
較

③【
環
境
保
全
対
策
の
実
現
性
及
び
そ
の
他
課
題
に

対
す
る
方
針
】

評
価
書
で
検
討
さ
れ
た
環
境
保
全
対
策
の
実
現

性
や
、
そ
の
他
事
業
実
施
に
向
け
た
重
要
な
課

題
等
に
対
す
る
方
針
等
を
確
認
す
る

■
報
告
会
の
開
催

　

５
町
で
は
、
令
和
８
年
度
以
降
、
年
間
を
と
お
し

て
各
町
議
会
議
員
を
対
象
と
し
た
報
告
会
を
開
催

し
、
本
事
業
に
関
す
る
５
町
の
検
討
状
況
・
取
り

決
め
事
項
等
を
報
告
・
説
明
し
ま
す
。（
初
回
開
催

は
５
〜
６
月
を
予
定
）

■
報
告
会
の
名
称
：
上
益
城
廃
棄
物
処
理
施
設

　

整
備
事
業
に
関
す
る
議
会
報
告
会

■
対
象
：
町
議
会
議
員

■
開
催
方
法

　

報
告
会
は
、
各
町
・
上
益
城
広
域
連
合
が
そ
れ
ぞ

れ
に
お
い
て
開
催
し
ま
す
（
山
都
町
で
は
、
山
都

町
議
会
議
員
を
対
象
に
開
催
）

※
上
益
城
広
域
連
合
は
、
連
合
議
員
（
各
町
か
ら
選

出
さ
れ
た
議
員
）
お
よ
び
各
町
の
正
副
議
長
を
対

象
に
開
催
し
ま
す
。

■
報
告
会
内
容
の
公
表

　

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
報
告
会
の
内
容
（
資
料
、

質
疑
応
答
の
概
要
等
）
を
随
時
公
表
し
ま
す
。

※
報
告
会
は
、
原
則
と
し
て
傍
聴
を
可
と
す
る
予
定

で
す
。

問
合　

環
境
水
道
課　

☎
72
ー
４
０
０
２

上益城地域における
エネルギー回収施設等設置事業

■
計
画
さ
れ
て
い
る
事
業
に
つ
い
て

　
【
事
業
名
称
】

　

上
益
城
地
域
に
お
け
る

　

エ
ネ
ル
ギ
ー
回
収
施
設
等
設
置
事
業

　

本
事
業
は
、
民
間
事
業
者
が
御
船
町
上

野
に
整
備
・
運
営
を
計
画
し
て
い
る
ご
み

処
理
施
設
で
、
上
益
城
郡
５
町
の
一
般
廃

棄
物
（
家
庭
ご
み
な
ど
）
と
主
に
県
内
で

発
生
す
る
産
業
廃
棄
物
を
処
理
し
、
処
理

の
過
程
で
発
生
す
る
熱
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
メ

タ
ン
ガ
ス
を
利
用
し
て
発
電
な
ど
を
行
う

計
画
で
す
。

〇 

事
業
用
地
は
、
上
益
城
広
域
連
合
※
が

事
業
者
に
有
償
で
貸
付
け
ま
す
。

〇 

本
事
業
で
は
最
終
処
分
場
は
整
備
し
な

い
た
め
、
事
業
地
で
の
埋
立
処
分
は
行

わ
れ
ま
せ
ん
。

※ 

上
益
城
広
域
連
合
‥
‥
５
町
で
構
成
す

る
特
別
地
方
公
共
団
体

■
取
り
組
み
経
緯
・
進
捗

　

５
町
で
は
、
平
成
27
年
度
か
ら
一
般

廃
棄
物
の
広
域
処
理
に
向
け
た
取
り
組

み
（
従
来
計
画
）
を
進
め
て
い
ま
し
た
が
、

令
和
３
年
３
月
以
降
、
民
間
事
業
者
か
ら

産
業
廃
棄
物
処
理
を
含
む
新
た
な
計
画
の

提
案
を
受
け
、
検
討
が
開
始
さ
れ
ま
し
た

（
下
表
参
照
）。

　

現
在
、
事
業
は
環
境
ア
セ
ス
メ
ン
ト
手

続
（
準
備
書
段
階
）
中
で
す
が
、
令
和
８

年
度
中
ご
ろ
に
予
定
さ
れ
る
評
価
書
の
公

表
を
も
っ
て
環
境
ア
セ
ス
メ
ン
ト
が
終
了

す
る
予
定
で
す
（
工
事
着
手
以
降
に
行
わ

れ
る
事
後
調
査
等
を
除
く
）。

事
業
の
概
要　

※
令
和
７
年
11
月
時
点

廃棄物処理施設の種類と１日平均取扱量

処理する廃棄物

準備書に示された事業スケジュール（予定）

施設の種類 １日平均取扱量
焼却施設（発電あり） 400t/ 日
破砕・分別施設 200t/ 日
メタン発酵施設（発電あり） 30t/ 日
堆肥化施設 60t/ 日
※最終（埋立）処分場およびし尿処理施設は整備しない。

令和８年度中ごろ 環境アセスメント評価書の公表
各種許可手続き

令和９年度中ごろ 工事着手
令和 13年４月 施設供用開始
※ 本スケジュールは現時点の予定であり、今後の手
続き等により変更となる場合があります。

【主に県内で発生する産業廃棄物】
※ 医療系可燃廃棄物以外の特別管理産業廃棄物は
取り扱わない

【上益城５町の一般廃棄物】
【災害廃棄物】

本事業によるメリット（従来計画との比較）
〇従来計画の施設整備にかかる約 156 億円（５町負担約
72億円）※が不要となる。※令和元年頃に試算した金額

〇処理にかかる費用は、同等または軽減される。
〇造成工事は、上益城広域連合が行うが、貸付収入が得ら
れる。

〇最終処分場を整備しないため、埋め立て処分に伴う環境
面への懸念がない。

環境アセスメント実施状況▶
（熊本県公式ホームページ）

今
年
度
の
５
町
の
取
組

事
業
計
画
の
適
否
判
断
に

関
す
る
方
針

議
会
報
告
会
の
開
催

基
本
協
定

事
業
者
に
よ
る

環
境
ア
セ
ス
メ
ン
ト

現
在　

▼　

準
備
書
段
階

〇
評
価
書
の
公
表
（
令
和
８
年
度
中
ご
ろ
）

　

※
事
後
調
査
手
続
等
を
除
き
終
了

事
業
計
画
の
適
否
判
断

環
境
保
全
協
定
締
結
等

令和８年度
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山都町危険ブロック塀等安全確保支援事業令和８年度 山都町まちづくり事業補助金の事業を募集します

第 38回熊本県シニア美術展 山都町戸建て木造住宅耐震改修等事業

　避難路（町が指定した路線および区画）に面する危険なブロック塀などの除去費用に対する補助を実
施します。
【交付対象者】
　次に掲げる要件を全て満たす者
　（1）補助事業の対象となるブロック塀などを所有する者
　（2）町税を滞納していない者
【補助事業の対象となる経費（補助対象経費）】
　危険なブロック塀などの撤去工事に要する費用
【補助率】
　補助対象事業費の 10/10 以内
【補助限度額】
　20万円または撤去するブロック塀などの長さに 1万 2千円を乗じて得た額のいずれか低い方の額
【その他の事項】
　（1）他の補助事業と重複していないこと。
　（2） 危険なブロック塀などの一部を残存させる場合は、当該部分自体の高さは 40㎝以下とし、当該

部分には塀などを設置しないこと。
　（3）ブロック塀などとは、ブロック塀、石積塀、レンガ塀などをいう。
【申請受付期間】
　令和 8年 6月～令和 8年 10月末まで（予算がなくなり次第受付終了となります。）
　相談などは随時受付しています。
問合 　建設課　☎ 72-1145

　山都町では、住民の主体的なまちづくりを支援
するため、その事業に要する費用の一部について
補助を行います。
１．補助対象事業
（1）まちづくり事業
　①専門家等を招へいして行う講習会等
　②広く一般の者が参加できる講演会等
　③地場産品の販路拡大を図る事業
　④イベント（同一のものは３年度限り）　など
（2）研修事業　まちづくりのために住民自らが企
画する研修（同じ者の申請は２年度限り）

２．補助金交付対象者
主たる活動の場が町内である構成員５人以上の団
体
※営利を目的とした団体、宗教・政治活動を目的
とした団体、自治振興区などは対象外です。

３．補助対象経費
（1）まちづくり事業　対象事業に要する経費
　（事業者の運営経費・食料費は対象外）

（2）研修事業　補助要綱に定める規定により算定
した旅費（行程に基づき町で算定）

※補助対象経費は交付決定後に支払われたものに
限ります。また、他の補助を受けている事業はそ
の分を除いた額が補助対象経費となります。
４．補助率及び補助金額
（1）まちづくり事業
　①補助率　４分の３以内（千円未満切捨て）　
　②限度額　５万円以上 50万円まで
（2）研修事業
　①補助率　３分の２以内（千円未満切捨て）
　②限度額　１人あたり１万円以上 10万円まで
　　　　　　（１団体あたり５人まで）
５．申請方法等
（1）募集期間　令和８年４月１日㈬～５月29日㈮
（2）申請書提出先　山都町役場　まちづくり課
（3）申請書類　補助金交付申請書
　　　　　　　事業（研修）計画書
　　　　　　　収支予算書（まちづくり事業）
　　　　　　　団体の規約または団体調書
　　　　　　　その他、町が必要と認める書類

〇出品部門：日本画、洋画、写真、書、彫刻、工芸（6部門）
〇出品資格：令和 8年 4月 1日時点で 60歳以上である県内在住のアマチュア
〇出品作品：1 人 1部門（2部門まで出品可能）。
〇出品料：1 点 1,200 円
〇テーマ：特に定めない。
　部門ごとに金・銀・銅賞各 1点、奨励賞 2点以内、佳作数点を決定し、審査結果は入賞者に通知します。
入賞者には作品展示期間の初日に表彰式を開催し、表彰状を授与します。各部門の金・銀・銅賞には
副賞を贈呈します。例年、各部門の金・銀賞の受賞作品は、翌年開催の全国健康福祉祭美術展に出品
していますが、令和 9年度は全国健康福祉祭美術展が開催されないため、同美術展への出品はありま
せん。令和 8年開催の第 38回全国健康福祉祭埼玉大会（ねんりんピック彩の国さいたま 2026）美
術展に出品される方および出品の権利を持たれている方の作品についても、出品申込を受付し会場に
展示いたしますが、審査対象とはなりません。
〇申込期間：令和 8年 5月 1日（金）～ 7月 10日（金）
〇申込方法：各市町村に置いてあるリーフレットにてお申し込み下さい。
　　　　　　リーフレットは財団のホームページからもダウンロードできます。
〇作品展示期間：令和 8年 9月 30日（水）～ 10月 4日（日）
〇作品展示場所：熊本県立美術館　分館
【問い合わせ先】　〒 860-0842
　　　　　　　　熊本市中央区南千反畑町 3-7（熊本県総合福祉センター 3階）
　　　　　　　　一般財団法人熊本さわやか長寿財団生きがい推進グループ
　　　　　　　　TEL：096-354-3083　FAX：096-354-3103

問合 　まちづくり課　☎ 72-1158

問合 　健康福祉課　☎ 72-1229

　戸建て木造住宅の地震に対する安全性の向上を図るため、耐震改修等工事に必要な費用の一部を予算
の範囲内で補助します。
【補助対象住宅等（次のすべての要件を満たす住宅が対象）】
・山都町内に存在する戸建て木造住宅で、現在居住されているもの
・在来軸組工法、枠組壁工法または伝統的構法によって建築された３階建て以下のもの
・ 平成 12年 5月 31日以前に着工したものまたは平成 28年熊本地震により、り災したことが確認で
きるもの
・所有者が町税を滞納していないこと
・建築基準法に係る違反がないもの　など
【補助対象事業および補助限度額】
・耐震診断（15万 8千円）
・耐震改修設計（20万円）
・耐震改修工事（60万円）
・建替え工事（60万円）
・耐震シェルター工事（20万円）
・総合支援メニュー（耐震設計+耐震改修工事）（157万 5千円）
・総合支援メニュー（耐震設計+建替え工事）（157万 5千円）
　なお、過去に本補助金を活用した事業については補助対象外となります。
【申請受付期間】
　令和 8年 6月～令和 8年 10月末まで（予算がなくなり次第受付終了となります。）
　相談などは随時受付しています。
問合 　建設課　☎ 72-1145

山都町HP

山都町HP
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年
金
相
談

　

希
望
さ
れ
る
方
は
事
前
予
約
が
必
要
で
す
。

日
時　
６
月
12
日
（
金
）　
７
月
10
日
（
金
）

　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

場
所　

千
寿
苑

申
込　

熊
本
東
年
金
事
務
所

 

☎
０
９
６

－

３
６
７

－

２
５
０
３

【
音
声
案
内
①
↓
②
を
押
し
、
山
都
町
年

金
相
談
予
約
と
お
申
し
出
く
だ
さ
い
】

問
合　

町
民
課 

☎
72

－

１
１
２
８

認
知
症
相
談

　

ご
自
身
ま
た
は
ご
家
族
の
認
知
症
に
関
す

る
相
談
会
を
行
い
ま
す
。
希
望
さ
れ
る
方
は

事
前
予
約
が
必
要
で
す
。

相
談
日　
６
月
９
日
（
火
）
7
月
14
日
（
火
）

　
　
　
　

午
前
10
時
半
〜

場
所　

役
場
本
庁　

会
議
室

問
合　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

 

☎
72

－

１
６
７
７

無
料
人
権
相
談
所
開
設
に
つ
い
て

　

人
権
擁
護
委
員
に
よ
る
「
無
料
人
権
相
談

所
」
を
開
設
し
ま
す
。
人
権
問
題
や
そ
の
他

い
ろ
い
ろ
な
悩
み
事
や
心
配
事
な
ど
あ
り
ま

し
た
ら
、
人
権
擁
護
委
員
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
。

日
時　
６
月
１
日
（
月
）

　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

開
設
場
所
・
相
談
員

（
矢
部
地
区
）
役
場
本
庁
議
会
・
共
用
会
議
室

　

渡
邉
尚
子　

鳥
井
三
津
子

（
蘇
陽
地
区
）
役
場
蘇
陽
支
所

　

小
屋
迫
厚
文　

深
田
隆
浩　

奈
須
豊
子

問
合　

人
権
セ
ン
タ
ー 

☎
72

－

２
０
３
１

卓
球
教
室
体
験
会
を
開
催
し
ま
す

　

卓
球
教
室
の
体
験
会
を
開
催
し
ま
す
。

ど
な
た
で
も
参
加
可
能
で
す
。
気
軽
に
ご
参

加
下
さ
い
。

日
時　

6
月
8
日
（
金
）

　
　
　

午
後
7
時
〜
午
後
9
時

場
所　

馬
見
原
体
育
館

持
物　
ラ
ケ
ッ
ト
（
お
持
ち
の
方
の
み
）

　

体
育
館
シ
ュ
ー
ズ
、
タ
オ
ル
、
飲
み
物

主
催　

山
都
ふ
れ
あ
い
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

申
込　

中
央
公
民
館 

☎
72

－

０
４
４
４

有
機
農
業
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
を

ご
利
用
く
だ
さ
い

　

山
都
町
で
は
有
機
農
業
の
一
層
の
推
進
を

図
る
た
め
、
有
機
農
業
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

を
開
設
し
て
い
ま
す
。
専
門
の
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
が
、
有
機
Ｊ
Ａ
Ｓ
認
証
の
取
得
や
新
規

就
農
者
お
よ
び
既
存
農
業
者
へ
の
栽
培
技
術

に
関
す
る
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
積

極
的
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

開
設
場
所　

農
業
振
興
課
（
役
場
本
庁
2
階
）

開
設
日
時　

月
曜
日
と
木
曜
日
を
基
本
と
す

る
週
2
日
（
月
に
8
日
）
程
度
の
午
前
9

時
〜
午
後
5
時

※
月
に
よ
っ
て
開
設
日
が
異
な
り
ま
す
。ま
た
、

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
が
不
在
に
す
る
場
合
も
あ
り

ま
す
の
で
、
ご
利
用
の
際
は
事
前
に
左
記
の

問
い
合
わ
せ
先
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問
合　

農
業
振
興
課 

☎
72

－

１
１
３
６

が
け
地
の
移
転
事
業
に
つ
い
て

　

が
け
地
の
崩
壊
な
ど
危
険
性
の
あ
る
区
域

に
お
い
て
危
険
住
宅
の
移
転
を
行
う
事
業
者

に
対
す
る
補
助
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

交
付
対
象
者　

危
険
住
宅
の
移
転
を
行
お
う

と
す
る
者
の
う
ち
当
該
移
転
事
業
に
つ
い

て
国
及
び
県
の
補
助
金
の
交
付
の
対
象
と

さ
れ
た
も
の
。

相

談

まちからのお知らせYamato Information

お
知
ら
せ

助　

成

受付期間・場所　５月 29日（金）まで（土日祝日を除く）の「午前８時 30分～午後５時まで」
　　　　　　　　まちづくり課または各支所地域振興係
抽　　選　　会　６月９日（火）　午前 10時（時間厳守）役場本庁　（必ず印鑑を持参のうえ出席）
入居資格（全住宅 共通）①住宅に困窮していること ( ※持ち家を有している方は、申込できません )　

②町税等滞納していないこと　③申込者及び同居しようとする親族が暴力団員でない
こと　④入居者全員の月額の所得（所得金額から扶養等控除した額を 12か月で除し
た額）が基準の金額を超えないこと　※月額の所得の金額については、下表入居資格
（ア）のとおりです。

申込時提出書類（ 全住宅共通）①入居申込書兼同意書　②住民票（入居者全員）　③所得証明書（入居
者全員。無職であっても提出）　④税の滞納がない証明書（納税義務者全員）
※入居者全員がマイナンバーカードをお持ちであれば、②住民票・③所得証明書の提出を
省略することができます。（ただし、町外に住民票・所得情報がある方が一般住宅、復興
一般住宅を申し込む場合を除く）。

団地名、場所、建設年度、間取り、家賃（月額）等 入居資格

町　

営　

住　

宅

■南田A団地（南田）3戸
　平成７年度新築　3LDK
　家賃 20,600 円～ 40,700 円（参考）
　共益費あり・駐車場代あり

ア同居しようとする親族があり基準の所得を超え
ないこと（ただし、月額の所得が、一般世帯は
158,000 円以下、高齢者・障がい者・小学校
に入るまでの子どもがいる世帯等は 214,000
円以下であること）。
イ単身入居の場合は、60歳以上の方、障がい者、
生活保護者等。

■千滝Ｃ団地（千滝）1戸
　平成 16年度建設　3DK
　家賃 21,300 円～ 41,900 円
　共益費あり・駐車場代なし

特
定
公
共
賃
貸
住
宅

■大久保団地（菅尾）３戸
　平成 13年度建設　3LDK
　家賃 38,000 円
　共益費あり・駐車場代あり

ア月額の所得が 158,000 円以上 259,000 円（居
住の安定を図る必要があると町長が認める者に
ついては、487,000 円）以下であること。
イ同居しようとする親族があること。
ウ町内に住所又は勤務場所もしくは事業場を有す
る者。

■馬見原川鶴団地（馬見原）1戸
　平成 11年度建設　3DK　
　家賃 38,000 円
　共益費あり・駐車場代あり

一
般
住
宅

■和の杜団地（須原）1戸　
　平成 10年度建設　3DK　
　家賃 17,000 円～ 33,900 円
　共益費あり・駐車場代なし

ア①一般住宅…月額の所得が 104,000 円を超え
259,000 円以下であること。
イ本町に住所を有する者又は入居決定後に住所を
移転することが確実な者。
ウ単身入居可。ただし同居親族がある者を優先。

　空室の入居促進を図るために、応募者がなかった住宅については、入居者が決まるまで毎月募集を行
います。詳しいことにつきましては、町ホームページまたはまちづくり課までお問合せください。
問合 　まちづくり課　☎ 72-1158

町営住宅の入居者を募集します

補
助
内
容
お
よ
び
補
助
限
度
額

危
険
住
宅
除
却
な
ど

　
１
戸
あ
た
り
97
万
５
千
円

建
物
建
設
ま
た
は
購
入

　

１
戸
あ
た
り
４
２
１
万
円
（
一
般
地
域
）

　

１
戸
あ
た
り
７
３
１
万
８
千
円
（
一
般
地

域
以
外
）

申
請
受
付
期
間　

令
和
８
年
６
月
〜
令
和
８
年

10
月
末
ま
で
（
予
算
が
な
く
な
り
次
第
受

付
終
了
と
な
り
ま
す
。）
相
談
な
ど
は
随
時

受
付
し
て
い
ま
す
。

問
合　

建
設
課 

☎
72

－

１
１
４
５

土
砂
災
害
危
険
住
宅
移
転
事
業
に

つ
い
て

　

土
砂
災
害
の
危
険
性
が
高
い
区
域
か
ら
危

険
住
宅
の
移
転
を
行
う
事
業
者
に
対
す
る
補

助
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

交
付
対
象
者　

・
現
在
、土
砂
災
害
特
別
警
戒
区
域
内
（
レ
ッ

ド
ゾ
ー
ン
）
に
お
住
い
の
住
宅
の
除
却

・
山
都
町
内
の
安
全
な
区
域
（
レ
ッ
ド
ゾ
ー
ン

お
よ
び
イ
エ
ロ
ー
ゾ
ー
ン
外
）
へ
の
移
転

※
土
砂
災
害
特
別
区
域
な
ど
の
確
認
は
熊
本

県
Ｈ
Ｐ
よ
り
確
認
で
き
ま
す
。

補
助
内
容　

・
移
転
先
住
宅
の
建
設
・
購
入
費
、
リ
フ
ォ
ー

ム
費

・
移
転
経
費
（
動
産
移
転
費
な
ど
）

・
ア
パ
ー
ト
な
ど
の
賃
貸
費
（
１
年
間
）

・
現
在
お
住
ま
い
の
住
宅
の
除
却
費
な
ど

補
助
限
度
額　
３
０
０
万
円

申
請
受
付
期
間　

令
和
８
年
６
月
〜
令
和
８
年

10
月
末
ま
で
（
予
算
が
な
く
な
り
次
第
受

付
終
了
と
な
り
ま
す
。）
相
談
な
ど
は
随
時

受
付
し
て
い
ま
す
。

問
合　

建
設
課 

☎
72

－

１
１
４
５

ア
イ
ガ
モ
農
法
支
援
事
業
を
実
施

し
て
い
ま
す

　

水
稲
栽
培
に
お
け
る
ア
イ
ガ
モ
農
法
に
係

る
費
用
の
助
成
を
予
算
の
範
囲
内
で
行
い
ま

す
。
申
請
さ
れ
る
方
は
、
期
限
ま
で
に
申
請

書
類
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

補
助
内
容　

ア
イ
ガ
モ
農
法
に
係
る
経
費
で
、

他
の
助
成
制
度
に
よ
る
財
政
支
援
を
受
け

て
い
な
い
、
ま
た
は
受
け
る
予
定
で
な
い
も

の
。
補
助
率
は
１
／
２

補
助
対
象　

ア
イ
ガ
モ
、
エ
サ
お
よ
び
ア
イ
ガ

モ
入
籠
の
購
入
費

補
助
事
業
者　

ア
イ
ガ
モ
農
法
に
よ
る
水
稲

栽
培
者
ま
た
は
農
業
団
体

提
出
期
限　

令
和
８
年
５
月
29
日
（
金
）

提
出
書
類　

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

問
合　

農
業
振
興
課 

☎
72

－

１
１
３
６

住
宅
取
得
補
助
金
に
つ
い
て

　

本
町
へ
の
移
住
・
定
住
を
目
的
に
、
住
宅

の
新
築
ま
た
は
中
古
住
宅
の
購
入
な
ど
で
住

宅
を
取
得
さ
れ
た
方
に
対
し
て
、
山
都
町
定

住
支
援
住
宅
取
得
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

※ 

令
和
７
年
度
よ
り
、
町
内
在
住
で
住
宅
を

取
得
さ
れ
た
方
も
交
付
対
象
と
な
り
ま

し
た
。

対
象
者　

住
宅
の
取
得
か
ら
１
年
以
内
の
者

で
あ
る
こ
と
、
住
宅
の
取
得
に
係
る
契
約

の
相
手
方
が
３
親
等
以
内
の
親
族
で
な
い

者
な
ど

補
助
対
象
経
費　

住
宅
の
取
得
に
係
る
経
費

補
助
率　

補
助
対
象
経
費
の
２
分
の
１
以
内

限
度
額
１
０
０
万
円

加
算
措
置　

義
務
教
育
課
程
修
了
前
の
子
ま

た
は
町
内
の
高
校
に
通
学
す
る
子
１
人
に
つ

き
10
万
円
、
町
内
事
業
者
で
新
築
お
よ
び

建
て
替
え
を
行
っ
た
場
合
30
万
円

提
出
書
類　

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

問
合　

ま
ち
づ
く
り
課 

☎
72

－

１
１
５
８
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やまと文化の森だより

　平成 28年度から令和 7年度までの 10年間で、空き家バンク制度を通じた成約件数は計 220件に達
しました（令和 7年度は 38件）。
　近年では、町内外問わず多くの方々からご相談をいただいており、空き家の利活用が進んでいます。
物件情報は「山の都移住すまいるセンター」のホームページに掲載しておりますので、ぜひご確認くだ
さい。
　なお、空き家バンクへの物件登録や相談にかかる費用は一切必要ございませんので、お気軽にお問い
合わせください。
※令和 7年度より、空き家バンク制度に関連する補助金（空き家改修および空き家家財撤去）が改正され、
さらに利用しやすくなりました。

企画展のご案内

空き家バンク制度における空き家の利活用状況について

問合 山都町下市 16番地　☎ 72-9400　開館時間　午前 9時～午後 5時　入館無料
 休館日　毎週月曜日（月曜日が祝日又は振替休日の場合は次の平日）、年末年始等

山の都移住すまいるセンター通信５月号

問合  まちづくり課　☎ 72-1158

併設好評開催中 !!　（最終日は 15：00までの展示です）
５月の企画展
5/1 ▶ 5/27（水）
〇「かずらを編む」太田尚美作品展
　地元在住のかずら作家の作品を展示します。
〇「薫風の頃・流木アート＆多肉植物を愉しむ」
　大人気の流木アートと手作り陶器に寄せ植えした
　多肉植物を展示します！
5/24（日）Vol.2　オルケスタ・デ・ソンリサスコンサート
　13：30開演　入場無料
　総勢 20名を超えるビッグバンドのコンサートです！
６月の企画展
6/2（火）～ 6/28（日）
〇塚本正秀作品展「元自衛官のガムテープアート」
　～精緻なカッターさばきによる驚きの作品～
　元陸上自衛官の塚本正秀さんが制作したガムテープ
　アート作品を展示します。
〇プティマルシェ　　5/10（日）6/7（日）

保健だより

こころに不調はありませんか？

　こころの病気になるときには、多くの場合、少しずつ病気のサインがでています。
上記の状態がなかなか解消しない、続くときには、早めの対処が必要です。
　つらい思い、悲しみを一人で悩まず、家族だけで抱え込まず、
　身近な人や、専門機関に相談をしましょう！
厚生労働省
相談・支援情報をまとめた特設サイト ☞

問合 　健康福祉課　☎ 72-1295

福祉だより

　４月１日、障がいを有する人やその家族、支援に携わる人の相談支援の拠点と
なる「上益城障がい者基幹相談支援センターこかげ」が開所しました。
　４月６日には、開所記念式典を執り行い、業務を運営する医療法人社団松本会、
上益城圏域の行政関係者が出席しました。
　式典では、上益城圏域自立支援協議会長の藤木正幸御船町長が「障害福祉を取

り巻く環境は大きく変化し、ニーズも多様化、複雑化しており、地域における相談支援体制の充実は、
ますます重要性を増しています。このセンターがその要として、関係機関との連携を深めながら、切れ
目のない支援を提供していくことを期待しています」とご挨拶されました。
　また、上益城障がい者基幹相談支援センターの業務を運営する医療法人社団松本会の松本武士理事長
は「上益城は広いですが、不安を抱えた人や、支援に携わる関係機関の方々をかげながら支えていきたい」
と、強い思いをお話しされました。
上益城障がい者基幹相談支援センターこかげ
■所 在 地　御船町豊秋 1557
■電話番号　096-201-6517
■開所時間　午前９時から午後５時（土・日曜日、祝日、年末年始を除く）
■ホームページ　https://kikan-kokage.jp/（右の二次元コードからも閲覧できます。）
「こかげ」について
　「こかげ」という名称には、「日差しが強いとき木陰に入ると、ふっと呼吸が整
うように、困りごとや不安を抱えた人、支援に携わる関係機関のみなさんが安心
して相談でき、ホッとできる場所でありたい」そんな願いが込められています。

上益城障がい者基幹相談支援センターこかげが開所しました

問合 　健康福祉課　☎ 72-1229

◎心に感じるサイン
□不安や緊張が続いている
□気分が落ち込んで、やる気がなくなる
□人付き合いがこわい、面倒になる
□イライラする
□嫌なことばかり頭に浮かぶ

◎あなたの身近にこんな人はいませんか？
〇遅刻が増えた　　〇前と雰囲気が変わった　　〇暴力的になった　　〇ミスが多くなった
〇落ち込んだり、イライラしている　　〇周囲との交流をさけるようになった

◎体調にあらわれるサイン
□出勤・登校時に頭痛や腹痛などがある
□眠れなかったり、夜中に目が覚める
□食欲がなかったり、食べ過ぎたりする
□わけもなく下痢や便秘になりやすい
□めまいや耳鳴りがする

まもろうよ　こころ
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熊本県立矢部高等学校 〒861-3515
上益城郡山都町城平954番地
電話：72-0024　fax：73-1030

人
権
作
文
の
紹
介（
令
和
７
年
度
）

　

今
月
は
、
蘇
陽
南
小
学
校
五
年
堀
こ

の
か
さ
ん
の
作
文
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

学
び
続
け
る
こ
と
の
大
切
さ

　

私
た
ち
は
、
中
尾
児
童
館
で
、
中
村
益

行
さ
ん
か
ら
矢
部
で
行
わ
れ
た
ハ
ン
ス
ト

に
つ
い
て
話
を
聞
き
ま
し
た
。
話
を
聞
い

て
、
私
は
、
む
ら
の
人
た
ち
は
何
も
悪
い

こ
と
を
し
て
い
な
い
の
に
、
ま
ず
し
い
く

ら
し
を
ず
っ
と
さ
せ
ら
れ
て
い
た
り
、
道

路
が
せ
ま
い
ま
ま
放
っ
た
ら
か
し
に
さ
れ

て
い
た
り
し
た
こ
と
が
お
か
し
い
と
思
い

ま
し
た
。
道
が
せ
ま
く
て
消
防
車
や
救
急

車
が
通
れ
な
か
っ
た
ら
、
何
か
あ
っ
た
時

に
絶
対
あ
ぶ
な
い
と
思
い
ま
す
。
そ
ん
な

こ
と
は
お
か
し
い
、
な
く
し
た
い
と
思
っ

た
か
ら
む
ら
の
人
た
ち
は
、
命
を
か
け
て

ま
で
ハ
ン
ス
ト
を
し
て
、
自
分
た
ち
の
思

い
や
考
え
を
う
っ
た
え
た
の
だ
と
思
い
ま

す
。
で
も
、
役
場
の
前
で
ハ
ン
ス
ト
を
し

て
い
る
時
に
、
そ
の
様
子
を
見
て
見
ぬ
ふ

り
を
し
た
町
の
人
も
い
た
そ
う
で
す
。
私

は
、
お
か
し
い
こ
と
を
お
か
し
い
と
言
っ

「
過
去
の
ま
ち
が
っ
た
こ
と
を
し
な
い
よ

う
に
、
町
の
人
た
ち
に
も
呼
び
か
け
て
い

く
た
め
に
も
、
ま
ず
は
、
役
場
で
働
い
て

い
る
人
た
ち
全
員
が
繰
り
返
し
学
ぶ
こ
と

が
大
切
。」

と
言
い
ま
し
た
。
私
は
話
を
聞
い
て
、
役

場
で
働
く
人
た
ち
も
私
た
ち
と
同
じ
よ
う

に
人
権
に
つ
い
て
学
び
続
け
て
い
て
す
ご

い
な
あ
と
思
い
ま
し
た
。

　

人
権
学
習
の
中
で
、
自
分
の
こ
と
を
ふ

り
返
っ
た
り
、
学
級
の
こ
と
に
つ
い
て
話

し
合
っ
た
り
し
ま
し
た
。
私
は
、
話
し
合

い
を
し
て
、
自
分
が
見
て
見
ぬ
ふ
り
を
し

た
こ
と
を
と
て
も
後
か
い
し
ま
し
た
。
だ

か
ら
、
お
か
し
い
こ
と
を
許
さ
な
い
人
に

な
り
た
い
で
す
。

　

中
村
さ
ん
が
私
た
ち
に
、

「
知
ら
な
い
こ
と
が
一
番
怖
い
。」

と
話
し
て
く
だ
さ
り
ま
し
た
。
何
も
知
ら

な
い
こ
と
が
、
気
づ
か
な
い
う
ち
に
差
別

に
つ
な
が
る
と
思
い
ま
し
た
。
だ
か
ら
、

私
も
、
差
別
を
し
な
い
側
に
な
る
た
め
に

学
び
続
け
ま
す
。

5
・
23
差
別
を
な
く
す
山
都
地
区

集
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

開
催
日
時　

５
月
23
日
（
土
）

　

午
前
８
時
45
分
〜

　

開
催
場
所　

矢
部
中
学
校
体
育
館

　

こ
の
集
会
は
、
未
だ
に
残
る
部
落
差
別

（
部
落
問
題
）
を
解
消
し
た
い
と
の
思
い
か

ら
30
年
前
か
ら
子
ど
も
た
ち
に
よ
る
子
ど

も
集
会
と
し
て
開
催
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
集
会
に
参
加
し
た
小
学
生
や

中
学
生
か
ら
は
、「
自
分
は
い
じ
め
が
あ
る

こ
と
に
気
づ
け
て
い
た
か
。
そ
の
時
、
自

分
は
、
見
て
い
る
側
か
、
い
じ
め
る
側
か
、

ど
の
立
場
に
い
た
の
か
ふ
り
返
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
見
て
い
る
人
も
い
じ
め
て

い
る
人
と
同
じ
と
わ
か
り
ま
し
た
。」「
自

分
が
闘
っ
て
な
い
と
差
別
は
見
え
な
い
。

差
別
が
な
く
な
る
ま
で
闘
う
」
と
の
感
想

が
よ
せ
ら
れ
、
身
の
周
り
の
差
別
に
気
づ

い
て
い
き
ま
す
。
そ
し
て
、「
本
当
の
仲
間

を
増
や
し
た
い
、
そ
し
て
た
く
さ
ん
の
人

た
ち
と
つ
な
が
り
、
差
別
を
な
く
し
て
い

こ
う
」
と
発
言
さ
れ
て
い
く
中
、
部
落
差

別
が
自
分
の
事
と
し
て
捉
え
ら
れ
て
い
き

ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
子
ど
も
た
ち
の
姿
を
と
お

し
て
、
大
人
も
、
部
落
問
題
と
自
分
と
の

か
か
わ
り
に
気
づ
い
て
い
く
集
会
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

差
別
の
現
状
は
、
そ
れ
を
見
よ
う
と
す

る
心
と
見
抜
く
力
が
な
け
れ
ば
見
え
て
き

ま
せ
ん
。
そ
し
て
、
目
の
前
に
あ
る
差
別

を
な
く
そ
う
と
す
る
強
い
意
志
と
熱
い
心

が
必
要
で
す
。「
５
・
23
差
別
を
な
く
す
山

都
地
区
集
会
」
は
そ
の
こ
と
を
考
え
、
共

に
学
び
合
う
集
会
で
す
。
皆
さ
ん
是
非
と

も
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

©2010熊本県くまモン

自
分
の
人
権
を
守
り

他
人
の
人
権
を
守
る

責
任
あ
る
行
動
を

て
い
る
人
た
ち
を
見
て
見
ぬ
ふ
り
を
す
る

こ
と
の
方
が
お
か
し
い
と
思
い
ま
し
た
。

　

で
も
、
私
も
前
に
友
だ
ち
が
悪
口
を
言

わ
れ
て
い
た
の
を
見
た
け
ど
、
何
も
言
え

ま
せ
ん
で
し
た
。
今
思
う
と
、
私
も
ハ
ン

ス
ト
を
見
て
見
ぬ
ふ
り
を
し
た
町
の
人
と

同
じ
で
し
た
。

　

私
は
、
役
場
で
働
い
て
い
る
お
父
さ
ん

に
話
を
聞
き
ま
し
た
。
役
場
で
は
、
同
じ

こ
と
を
繰
り
返
さ
な
い
よ
う
に
、
職
員
に

学
ぶ
機
会
を
確
保
し
て
い
る
そ
う
で
す
。

具
体
的
に
は
、
私
た
ち
と
同
じ
よ
う
に
、

人
権
セ
ン
タ
ー
の
方
に
話
を
聞
い
た
り
、

実
際
に
む
ら
の
中
を
歩
い
た
り
し
て
、
差

別
の
歴
史
や
役
場
が
何
も
対
応
し
て
こ
な

か
っ
た
こ
と
、
同
和
対
策
事
業
で
ど
の
よ

う
に
変
わ
っ
て
い
っ
た
の
か
な
ど
を
学
ん

で
い
る
そ
う
で
す
。
ま
た
、
同
じ
こ
と
を

繰
り
返
さ
な
い
た
め
に
、
ハ
ン
セ
ン
病
や

障
が
い
に
関
す
る
こ
と
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
上
で
の
人
権
し
ん
害
に
関
す
る
こ
と
な

ど
、
そ
の
他
の
人
権
問
題
に
つ
い
て
も
、

多
く
の
職
員
が
学
べ
る
よ
う
に
研
修
の
機

会
を
つ
く
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。
お
父
さ

ん
が
、

わ
た
し
た
ち
の
人
権

誰
も
が
人
間
と
し
て
生
き
て
い
く
う
え
で

侵
す
こ
と
の
で
き
な
い
当
然
の
権
利

こ
れ
が
『
人
権
』
で
す

254

（月）
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や
ま
な
み
の
会
「
山
脈
」

雛
の
面
そ
れ
ぞ
れ
こ
と
に
う
る
わ
し
く

原
田　

和
子

早
く
来
い
春
を
待
つ
身
の
山
暮
ら
し

草
樹　
　

萌

正
座
し
て
朝
一
杯
の
熱
き
茶
は　

胃
に
滲
み
入
り
て
体
息
づ
く
山
下　

弘
子

果
て
し
な
き
紛
争
続
く
今
の
世
に　

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は
清
涼
剤
な
り

古
閑
比
奈
子

仰
ぎ
見
る
梅
の
大
木
花
満
ち
て　

豊
作
予
感
嬉
し
笑
み
で
る

藤
本
千
代
美

友
の
家
の
庭
よ
り
出
づ
る
満
月
に　

心
躍
り
て
カ
メ
ラ
取
り
出
す

井
上　

紀
子

ポ
ツ
ポ
ツ
と
水
面
に
浮
か
ぶ
水
鳥
は　

八
の
字
従
え
遠
ざ
か
り
行
く

山
下　

明
美

あ
る
か
な
き
風
に
も
尾
花
の
そ
よ
ぎ
し
て　

入
陽
に
染
ま
る
漫そ
ぞろ
の
小
径

梅
林　

義
秋

芒
野
に
火
柱
広
が
る
風
物
詩　

人
手
不
足
で
い
つ
ま
で
あ
る
や

後
藤　

翔
太

ゆ
っ
た
り
と
嵐
山
歩
く
老
夫
婦
握
り
し
手
と
手
桜
ひ
と
ひ
ら

水
町　
　

翔

通
潤
聞
法
句
会

春
の
夜
の
仮
名
習
字
に
は
淡
き
墨

菊
池　

成
河

風
受
け
て
合
唱
す
る
ご
と
黄
水
仙

井
上　

紀
子

水
温
む
俺
の
お
は
こ
の
安
来
節

菅　

清
次
郎

彼
の
君
の
そ
の
後
は
知
ら
ぬ
春
は
る
か

中
村　

武
徳

残
る
花
逆
縁
夫
の
径
照
ら
す

西
田
え
い
子

夜
半
の
春
触
り
つ
捲
る
布
絵
本

藤
吉
由
美
子

豆
電
球
点
せ
る
ご
と
し
櫨
並
木

光
永　

忠
夫

清
和
短
歌
会

久
々
に
華
や
ぐ
心
い
と
し
み
て
春
の
香
り
の
ル
ー
ジ
ュ
引
き
お
り

吉
永　

恵
子

み
ど
り
児
に
小
指
掴
ま
れ
見
つ
め
ら
れ
た
じ
ろ
ぐ
吾
は
君
の
爺
だ
よ

兼
瀬　

哲
治

変
わ
っ
た
な
世
の
中
憂
い
涙
ぐ
む
九
十
七
の
義
母
の
口
癖

渡
邊　

民
生

短歌・俳句

季節のうた

★山都町立図書館のホームページにアクセスする
と、最新の情報が確認できます。
 「かんたん検索」で、図書館にある本が探せます！
※貸出しできない資料もあります。

問合  本館　☎ 73-1616　　清和　☎ 82-3033　　蘇陽　☎ 73-2755
開館日 開館日：火曜日から金曜日（午前10時から午後6時）土・日曜日（午前10時から午後5時）
休館日  休館日：月曜日・祝日・月末日・年末年始

山都町図書館だより

声の灯り 225号

ピエロの会の春のお楽しみ会が開かれました
　子ども読書週間に合わせて、図書館ホールにてお楽し
み会が開かれました。図書館ボランティアピエロの会の
みなさんによる、手遊びや大型絵本の読み聞かせ、エプ
ロンシアターや人形劇などがあり、参加されたみなさん
はたくさんのお話を楽しまれたようでした。

絵本カーニバルボランティア募集のお知らせ
　2026 年夏に開催予定の「第20回絵本カーニバル」を一緒に盛り上げてくださるボランティアを募集して
います。絵本にかかわるイベント作りに参加してみませんか。詳しくは、本館☎73-1616までご連絡ください。

山都町図書館だより

6 月・7月のわくわく号運行予定
状況によって巡回を中止する場合があります。皆様のご理解ご協力を宜しくおねがいします。

蘇陽地区
6月 3 日(水)
7月 1 日(水)

馬見原公民館（午前11時半～）　そよう病院（午後0時～）　馬見原保育園（午後2時～）
菅尾保育園（午後2時45分～）　二瀬本保育園（午後3時～）　蘇陽小学童蘇陽キッズ（午後3時15分～）

6月 4 日(木)
7月 2 日(木)

大久保高齢者住宅（午前11時20分～）　はあとふる（午後1時30～）　そよ風の里ほたる（午後1時50分～）

6月 5 日(金)
7月 3 日(金)

二瀬本コミュニティセンター（午前11時～）　蘇陽小学校（午後12時40分～）
蘇陽南小学童そよかぜ会（午後2時～）　おおのまなび舎Cafe（午後2時半～）

　月　日 巡回場所・時間

清和地区

6月 9 日(火)
7月 7 日(火)

清和支所（午後0時半～）　清和中学校（午後1時10分～）　大川保育園（午後1時半～）
清和学童（午後3時～）

6月10日(水)
7月 8 日(水)

山都消防署（午前10時～）　井無田診療所横（午前10時45分～）　原尻公民館（午前11時半～）
清和小学校（午後1時～）　支援ハウス（午後1時40分～）　市野原（午後2時～）

巡回場所・時間　月　日

6月17日(水)
7月15日(水)

文化の森（午前10時～）　山風華（午前10時45分～）　山都町役場（午後0時半～）
ライフライト矢部（午後2時～）　さくら荘（午後2時半～）　大地（午後2時40分～）

6月12日(金)
7月10日(金)

風ノ木（午前10時～）　浜美荘（午前10時35分～）　千寿苑（午前11時～）
大矢荘（午後1時15分～）　光露館（午後1時40分～）　彩雲苑（午後2時～）

6月11日(木)
7月 9 日(木)

金内公民館（午前9時45分～　）中島西部瀬戸バス停（午前10時半～）　中島南部体育館横（午前11時～）　
矢部中学校（午後1時15分～）　白小野（午後2時～）　さくらんぼ愛園（午後2時20分～）
富士ラーメン（午後2時45分～）

6月11日(木)
7月16日(木)

金内保育園（午前11時～）　矢部小学校（午後1時～）　はるか保育園（午後2時～）

矢部地区 　月　日 巡回場所・時間

蘇陽小学校1・2年生の図書館見学がありました
　蘇陽小学校の子どもたちが、蘇陽分館へ見学に来られ
ました。「一日に何人来られますか？」「図書館で働いて
いて、うれしいことは何ですか？」などの質問を寄せて
くれました。また、館内を見学したあと一人一冊ずつ興
味のある本を借りました。他にも読みたい本は見つかっ
たかな、また来てね！

おはなし会のお知らせ
「ピエロの会のおはなし会」
日時：6月6日（土）　午前10 時30分から
場所：本館（矢部）　※30 分くらいのおはなし会です。

「0～3歳児向け　おひざにだっこのおはなし会」
日時：6月20日（土）　午前10 時30分から
場所：本館（矢部）　※0歳から3歳くらいのお子さん向けです。

今月のレファレンス －こぎゃんこつが知りたかばってん、どの本に載っとっと？－
質問： 「西南戦争時、軍法会議があった場所について知りたい」
回答： 「西南戦争戦袍日記写真集」古閑俊雄著　青潮社
 この他にも、本館に「西南戦争」についての資料を集めたコーナーがあります。

やまとちょうりつとしょかん 検索
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令
和
8
年
度
の
始
ま
り
に
合
わ
せ
、

新
た
な
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
た
取
り
組

み
を
本
格
的
に
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

4
月
4
日
、
通
潤
橋
周
辺
整
備
の
完

成
を
祝
し
て
通
潤
橋
ミ
エ
ル
テ
ラ
ス
に

て
山
都
町
観
光
協
会
主
催
の
グ
ラ
ン
ド

オ
ー
プ
ン
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
木
村
県
知
事
を
は
じ
め
多
く
の
ご

来
賓
の
皆
様
に
ご
臨
席
い
た
だ
き
、
盛

会
の
う
ち
に
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。
今

後
は
、
町
民
の
皆
様
を
は
じ
め
、
多
く

の
方
々
が
訪
れ
る
拠
点
と
し
て
、
賑
わ

い
を
創
出
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
同
じ
く
4
月
4
日
に
は
、
や

ま
と
高
校
に
41
名
、
4
月
8
日
に
は
矢

部
高
校
に
44
名
の
新
入
生
を
県
内
外
か

ら
迎
え
、
入
学
式
が
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
4
月
9
日
に
は
町
内
の
小
中

学
校
で
、
小
学
生
53
名
、
中
学
生
82
名

の
新
入
生
を
迎
え
入
学
式
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
新
入
生
の
皆
さ
ん
が
、
そ
れ
ぞ

れ
の
夢
の
実
現
に
向
け
て
多
く
を
学
び
、

充
実
し
た
学
校
生
活
を
送
ら
れ
る
こ
と

を
心
よ
り
祈
念
い
た
し
ま
す
。

　

4
月
15
日
に
は
、
山
都
町
郷
土
史
伝

承
会
の
皆
様
が
来
庁
さ
れ
、
名
誉
町
民
で

郷
土
史
家
で
あ
ら
れ
た
故
・
井
上
清
一

先
生
の
講
義
録
を
ま
と
め
た
『
山
都
の

郷
の
歴
史
語
り
』
改
訂
版
の
刊
行
を
ご

報
告
い
た
だ
き
ま
し
た
。
山
都
町
に
は
、

先
人
た
ち
が
築
い
た
素
晴
ら
し
い
伝
統

や
文
化
、
そ
し
て
豊
か
な
歴
史
が
あ
り

ま
す
。町
民
の
皆
様
に
も
広
く
手
に
取
っ

て
い
た
だ
き
、
町
の
誇
り
と
し
て
後
世

に
伝
え
て
い
け
れ
ば
と
願
っ
て
お
り
ま

す
。

　

さ
ら
に
、
4
月
29
日
に
は
、
九
州
中

央
自
動
車
道
山
都
通
潤
橋
IC
開
通
後
の

ま
ち
づ
く
り
の
重
点
事
業
と
し
て
進
め

て
き
た
「
道
の
駅
整
備
」「
運
動
公
園
整

備
」「
通
潤
橋
周
辺
整
備
」
の
完
成
を

記
念
し
、
総
合
体
育
館
パ
ス
レ
ル
に
て

グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
竣
工
記
念
式
典
を

盛
大
に
開
催
し
ま
し
た
。
式
典
に
は
多

く
の
ご
来
賓
に
お
越
し
い
た
だ
き
、
ま

た
式
典
の
中
で
は
、
元
Ｊ
Ｏ
Ｃ
会
長
で

本
町
出
身
の
山
下
泰
裕
様
の
ビ
デ
オ
レ

タ
ー
が
サ
プ
ラ
イ
ズ
で
放
映
し
ま
し
た
。

長
い
治
療
を
経
て
社
会
に
復
帰
さ
れ
た

山
下
様
の
さ
ら
な
る
体
調
の
回
復
を
心

よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。
さ
ら
に
、

元
サ
ッ
カ
ー
日
本
代
表
の
松
井
大
輔
氏

を
迎
え
た
サ
ッ
カ
ー
交
流
イ
ベ
ン
ト
や

通
潤
橋
ミ
エ
ル
テ
ラ
ス
に
お
い
て
マ
ル

シ
ェ
な
ど
も
同
時
に
行
わ
れ
、
多
く
の

方
々
で
賑
わ
い
を
見
せ
て
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
、
こ
の
事
業
の
実
現
に
向

け
て
ご
尽
力
い
た
だ
い
た
関
係
者
の
皆

様
に
心
か
ら
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

今
後
は
こ
れ
ら
の
施
設
を
拠
点
に
、
多

く
の
方
々
の
交
流
を
促
進
し
、
さ
ら
に

充
実
し
た
ま
ち
づ
く
り
へ
と
つ
な
げ
て

ま
い
り
ま
す
。

清和文楽の里協会

定期公演

700円引き
・1,700円→1,000円に
・１枚で１会計まで
・チケット購入時に
　クーポン提示
令和８年６月30日まで有効

司法書士・土地家屋調査士・行政書士

田上彰事務所
☎72-2742

30分まで

相談料無料
一人で悩まないでご相談ください
・相談は要予約
・1枚で1回まで
・入店時にクーポン提示
令和８年６月30日まで有効

一般社団法人
コンパス・ラボ
☎090-2500-4882

初回限定１名１泊

特別価格 3,300円
・民泊（芦屋田）
・クーポン1枚で1グループ
 （最大７名まで）
・事前要予約
 （お電話にてご相談ください）
・入店時にクーポン提示
令和８年６月30日まで有効

リラクゼーションサロン
きごころ

☎090-3972-0083
初回限定　足ツボ＋ボディケア

60分コース

通常4,000円→特別価格3,500円
・クーポン1枚で
　（１回）まで利用可能
・入店時にクーポン提示
・要予約（当日まで可）
令和８年６月30日まで有効

キリトリ線 キリトリ線キリトリ線

山都警察署・署協議会だより

社協だより

自転車の安全利用の促進

山都町社会福祉協議会へ寄附ありがとうございます
　いただいた香典返し ( 寄附金 ) は地域福祉活動に活用させていただ
いております。
山都町社協では、サロン活動の支援を行っています。
写真は千滝健康クラブのみなさんです。毎月第 2土曜日に公民館に集
まって、さまざまな体操やクイズ、手工芸などを行い、健康づくりや
介護予防に取り組まれています。「毎月みんなで顔を合わせるのが楽
しみ。」「指先から体全体を動かして健康に過ごしたい。」と約 10年間
活動を続けておられます。今後も地域の大切な居場所として、活動が
末永く続くことを願い、山都町社協も引き続き応援してまいります。

問合  山都警察署・署協議会　☎ 72-0110
 熊本県警のホームページ　https：//www.pref.kumamoto.jp/police/
 管内の犯罪・交通事故の発生状況、県警からのお知らせ等が掲載中です。

坂
本　

靖
也

町
長
の
ま
ち
づ
く
り
日
記

　今年度から広報担当を任され、地域イベントや活動に積
極的に足を運ぶようになりました。撮影の際には場所を譲っ
ていただいたり、貴重な情報をご案内いただいたりと、多
くの方々の温かいご協力に心より感謝申し上げます。
　特に印象深かった初めての広報撮影はプロレスの現場！
動きの速さに翻弄されながらも、最後には試合に見入って
しまい、あっという間の楽しい時間となりました。
　さて、今月はゴールデンウイーク。新年度の疲れが出や
すい時期でもありますので、休養や気分転換を大切に、５
月も元気に過ごしましょう。

　今月広報誌の表紙は、男成神社で撮影した「ヤマブキソウ」
です。黄色い花々が広がる幻想的な風景は、春の訪れを感
じさせる美しいスポット。見頃は４月中旬～５月上旬頃で、
運動靴など歩きやすい靴で散策されることをおすすめしま
す。ぜひ春ならではの自然美を感じるひとときをお楽しみ
ください！

編集後記

今月の表紙
　　　　　　　総人口　１２，３２４人（ － 9 ）
　　　　　　　　　男　　５，９８３人（ － 9 ）
　　　　　　　　　女　　６，３４１人（ 　 0 ）
　　　　　　　　世帯　　６，１６０戸（ ＋ 7 ）

※（　）は前月比
令和８年４月　出生者 　　　　　４人
　　　　　　　死亡者 　　　　１５人
　　　　　　　最高齢 　　　１０６歳〔男性１名 女性２名〕

（令和８年４月 30日現在）

○　熊本県における自転車人身事故の状況と特徴（令和７年中）
　・ 自転車乗用中の当事者（第１当、第２当）が関与した人身事

故発生件数は 434件で､ 前年よりも１件減少しました｡
　・事故類型別
　自転車事故発生状況は､ 発生件数 434 件､ 死者数４人、
負傷者数 443人です。
　この中で、出会い頭の事故が 220 件と最も多く、50.7％
を占め、次いで、右折時が 65件でした。

『国保通信』
～国保でホッ！医療費の適正化にご協力を！～

令和８年 3月の医療費
147,182,677 円（１人当たり 42,124 円）

先月より１人当たり 5,331 円減額
※ 医療費は、本人及び保険者（町）の負担金並びに高額療養費の合計です。

問合 　町民課　☎ 72-1128

人のうごき
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 当番医・薬局　  お知らせ　  発行日　  イベント

日 月 火 水 木 金 土
子育て支援センター関連イベント
　マタニティ・子育て中の方が対象です。
　  　身体測定がいつでもできるようになりました
　　  出張ひろば（清和）午前10時～午後３時　清和支所
　　  出張ひろば（蘇陽）午前10時～午後３時　蘇陽支所
　　  ベビマの日（要予約）場所：子育て支援センター、出張ひろば
　　　 時　間：午前10時30分～11時15分　対象者：１歳位までの赤ちゃん
　　　 準備物：バスタオル 予防接種後48時間以内はご遠慮ください。

5/13
広報やまと発行日
４歳児歯科健診
／千寿苑

14 15 16
町内中学校体育
大会

17
矢部広域病院／

　 ☎ 0967-72-1121
たかぞえ内科・循環
器内科クリニック／

　 ☎ 096-282-0070
益城整形外科医院／

　 ☎ 096-286-1818

18 山都町いい歯の日 19 20
マイナンバー
カード関連手続
き夜間窓口／本
庁・各支所（完
全予約制）

21 23

24
荒瀬病院／

　 ☎ 096-234-1161
さくら病院／

　 ☎ 096-286-8111
たなか内科眼科／

　 ☎ 096-235-7235

25
農業委員会許可
申請期限

26 27
子育てセミナー
↓　　　　↓

28
乳児健診／千寿
苑

29 30

31
益城中央病院／

　 ☎ 096-286-3151
榊田泌尿器科外科医院／

　 ☎ 096-282-6363
香田整形外科・内科／

　 ☎ 096-237-2811

6/1 2 3 4
３歳児健診／千
寿苑

5 6

7
野田医院／

　 ☎ 0967-72-0307
砥川クリニック／

　 ☎ 096-286-5770
みふね眼科／

　 ☎ 096-282-3711

8 9
認知症相談日

10
広報やまと発行日
農業委員会総会

11 12
１歳６か月児健
診／千寿苑
年金相談日

13

３月生まれは１名です
・矢部地区１名 ・清和地区０名 ・蘇陽地区０名

最新情報は町
ホームページを
ご覧ください。

ひ（清）
ひ（蘇）

ひ（清）

ひ（清）

ひ（清）

ひ（清）

ひ（蘇）

ひ（蘇）

ひ（蘇）

ひ（蘇）

山都町行事予定表

申込 問合
山都町子育て支援センター
山都町城原162-7（山都みらい保育園併設）
TEL＆ FAX：72-1928
開所時間：午前９時～午後４時（土日・祝日 休館）

★★山山都都ののアアイイドドルル★★
～赤ちゃん訪問でこんにちは！～（２月生まれ）

　子育て支援センターおよび出張ひろばは
「ほっと一息つける場・交流の場・子育て相
談の場・情報提供の場」です。子育て中の
方ならどなたでもご利用いただけます。お
気軽にご利用ください。

４月の利用者数は
　　48組 115名でした !

山都町子育て支援センター

栗屋  麗
よ り あ

杏ちゃん
（柳）

藤本  唯
ゆ い と

叶くん
（浜町）

𠩤田  惺
せ な

成くん
（下馬尾）
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